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発行：西ヶ原まちづくり協議会 

 
 
 
 

日 付：平成 21 年 3 月30 日(月曜日) 

時 間：午後 7 時 00 分～午後9 時 00 分頃まで 

場 所：滝野川東ふれあい館（滝野川東地域振興室） 

１階会議室  

[議題] 

１．外語大跡地整備について 

●防災公園の開園に向けて 

●新しい居住者との地域コミュニティについて 
 
２．まちづくり協議会について  

●今後の運営 

ほか 

 

事務局連絡先：北区役所まちづくり部 まちづくり推進課 

       TEL:03-3908-9154 FAX：03-3908-2244 

第 18 回まちづくり協議会 
開催のご案内 

まちづくり用地を探しています！ 

区では、密集事業を活用し、道路や公園・広場を整備するための用地を探

しています。土地の売却等をお考えの方は、是非ご連絡ください。ご相談、

ご質問だけでも結構ですので、上記、まちづくり推進課までどうぞ。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○「まち歩き」の成果発表 
・普段は消火栓などは意識していなかったが、回ってみて改めて認識できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔ビオトープ管理運営準備会からの報告〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 17回まちづくり協議会の主なご意見 
 

○外語大跡地整備について 
〔住宅棟の課題について〕 

・住宅棟に入ってくる住人がどういう形で地域と関わるのか。災害時にインフラ

が止まったときどうするのか心配です。運動会やお祭りでも子供が関われない

形で存在させていいのでしょうか。 

・住宅棟の住民が既存の自治会に入るのか、独自に自治会を作るのか、隣接３町

会、行政、ＵＲとともに伊藤忠と話し合いが進められています。 

・北区が誘導してきたマンションであり、そこに住む人をどうするかということ

について明確にしないのはおかしいと思います。自治会を作ることは災害時の

対応などで行政にとってもメリットがあるはずです。 

・関係者が話し合いのテーブルに着くよう調整し、住民説明会を早急に行うべき

だと思います。 

〔ビオトープ管理運営準備会からの報告〕 

・池にはメダカなどの小魚やトンボのヤゴを入れるつもりです。樹木も外来種を

やめて、池の周りはカタクリやニッコウキツゲなど野草を主体に植えたいと考

えています。 

・植物の管理も区に厄介にならずに我々でやろうと思っています。次回は4月下

旬に、管理方法などの検討を行うので皆さんご参加を。 

・ビオトープ自体の工事が7月から始まりますが、小学生などにも参加してもら

って鍬入れ式を行ないたいと考えています。 

〔防災公園について〕 

・管理棟、トイレ、大階段、ジャブジャブ池、流れ、深井戸は3 月末に完成予定

です。東側道路沿いの園路部分だけ、３月上旬に部分開放する予定です。 

・４月以降は工事の最終年として、芝生、植栽、遊具などの工事業者を６月に選

定し、７月上旬くらいを目途に工事説明会を行い工事に入る予定です。 

・公園名称は11 月末までに、地域に募った形で決めていきたいと考えています。 

・住民側もどこまでできるかは解りませんが、公園名称の募集や開園式での住民

の関わり方などは、住民に任せるくらいであって欲しいと思います。 

○まちづくり協議会について 
・公園の開園まで1 年なので具体的なスケジュールを提示してもらい、間をおか

ずに協議会等を開催し検討していきましょう。 

・難しい話ばかりでなく楽しい話もして協議会を盛り上げていきたい。 

・記念施設用地の広場は放ったらかしで草も伸びて、その中に犬のフンが目立ち

ます。記念施設用地管理運営準備会としても動き出すべきだと思います。 

○まちづくりミニ知識（密集事業について） 
－密集事業における道路整備の流れや、補償の基本的な仕組みなどを、他地区

での例を参考に理解を深めました。－ 

 


